















ス感染症への対応で、授業開始が当初の予定から 3 週間遅れの 4 月 24 日からとなり、か
つ春の第 1、第 2 クォーターにおいては原則としてオンライン授業を実施することとなっ
た（3月 20 日付の決定）。 


















いての検討と、第 1、第 2クォーターの振り返りを行った。以下は、7月 29日に開催され
た教職センター第 1 回 FD会の、概要記録を整理し直したものである。参加者は教職セン
ター所属の専任教員 5 名で、Zoom ミーティングとしておこなわれた。









































2 第 1，第 2クォーターの授業実践を振り返って 
では次に、第 1・第 2 クォーターの授業でどういうやり方をされたか、オンライン授業
で苦労されたことなど、自由にお話頂きたい。 
五島 「学校教育概論」と「学校教育制度論」の授業があった。Q2 の授業も、15 回中








Zoom の操作に不慣れなこともあって、第 1 クォーターの「生徒指導論・進路指導論」と
第 1、第 2 クォーター（春学期）の「道徳教育指導論」は、授業で使用するパワーポイン
ト教材のノートに説明を入れたものと学生に配布するレジュメを前日の 12 時までに DL
サーバに、またWebClass に「本日のレポート」用紙をアップした。そして、講義の時間
帯に Zoom により、1 時間程度、教材の説明を行った。学生には、毎時間「本日のレポー
ト」として教材に関する簡単な課題を与え、WebClass に提出するようにしたので、Zoom
による教材説明を聞いていなくても、この課題の提出をもって授業への参加とした。 


















第 2 クォーターは、Zoom の授業に慣れてきたことから、説明付きのパワーポイント教
材の提供をやめ、学生は Zoomの授業に必ず参加するようにした。「道徳教育指導論」で
は、班での話し合い活動や模擬授業を実施している。模擬授業を班で準備させるため、話
し合い活動も同じメンバーで実施しているが、受講者 72 名をその都度、12 の BOルーム
に割り振るのは大変であった。また、受講者が多いため、2 教室に分けて模擬授業を実施
しているが、2 つの BO ルームに分けると、さらにその中を複数の BO ルームに分けるこ
とができず、模擬授業の中で班の話し合い活動が実施できないことがオンラインでの課題












































と教育課程づくりのヒント』旬報社、2020 年 7月）。 
また、オンライン授業の是非については、初等・中等教育における「バーチャルスクー
ル」（VS）の現状も参考になる。結論として、米国で既に盛んな VSは現状としては、従
来の公立学校を置き換えられるレベルの学校ではない。もちろん、一部の子どもたちのた
めのオルタナティブとしては有用だが、問題点が多すぎる。たとえば VS では、教員一人
あたりの担当する児童生徒数が極めて多くなっている。また、オンライン授業をする学校
というよりも、「教材配信サービス」と言うほうが実態に近い。 
大学に話を戻すと、通常の大学には物理的なキャンパスがあり、学生が通ってくる。教
室はもちろん、図書館や情報センター、ラーニング・コモンズなど多彩な設備を用いるこ
とができる。体育の授業や部活においては、体育館や運動場など各種の施設も使える。通
信制の大学にはこうした設備はない代わりに、授業料が相対的に安い。 
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バーチャル（オンライン授業）に対して、リアル（対面授業）の本当の利点は何か。今
後の教員養成、及び大学教育を考えるうえでも、これが一つの鍵になるだろう。 
注 
Zoom ミーティング オンラインでの会議システムの一つで、授業では教員が「ホスト」
となって「ミーティング」を開催する。受講生は、PC やスマホなどを用いてそのミー
ティングに「招待」されて参加する。
ブレイクアウトルーム Zoom ミーティングで準備されている一つの便利な機能で、受講
生の「班分け」ができる。ただし利用するには、ホスト側で設定が必要である。特に、
班での発表などを含む授業では、学生も画面共有の機能を使えるように設定する。 
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